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新
年
の
幕
開
け
を
飾
る
町
一
周
駅
伝
。

　
和
太
鼓
の
音
が
胸
の
鼓
動
と
重
な
る
。

　
　 

さ
あ
、
希
望
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
！
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大会を盛り上げる愛川高校和太鼓部

観光キャラクター「あいちゃん」
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※テレビからも山田町長がごあいさつを申し上げます。
tvk（テレビ神奈川）新春特別番組「2012かながわてれび年賀状～市町村長新春挨拶」1月2日午前6時から放送予定

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
町
政
へ
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
回
復
基
調
と
な
り
つ
つ

あ
っ
た
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
世
界
金

融
不
安
に
よ
る
急
激
な
円
高
進
行
な
ど
が
足
か
せ
と

な
り
、
景
気
の
低
迷
は
加
速
し
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
続
く
な
ど
、
地
方
財
政
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
本
町
で
は
、
幣

山
下
平
線
の
開
通
や
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
化
の

稼
働
と
運
用
の
開
始
を
は
じ
め
、
中
津
南
保
育
園
大

規
模
改
修
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
の

基
本
・
実
施
設
計
の
着
手
、
さ
ら
に
は
小
中
学
校
の

普
通
教
室
等
へ
の
扇
風
機
の
設
置
、
高
等
学
校
入
学

準
備
金
助
成
制
度
の
開
始
、
町
内
循
環
バ
ス
ル
ー
ト

等
の
再
編
、「
愛
川
町
み
ん
な
で
守
る
環
境
美
化
の
ま

ち
条
例
」
の
制
定
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
こ
れ
ま
で
要
請
を
し
て
き
た
半
原
・

旧
県
警
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
昨

年
暮
れ
に
県
企
業
庁
が
「
か
な
が
わ
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
構
想
」
を
推
進
す
る
た
め
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
施
設
を
設
置
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
方
向
付
け

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、近
傍
の
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
「
水

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
」
や
ダ
ム
下
の
愛
川
第
１
・
第
２

発
電
所
と
あ
わ
せ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係

わ
る
普
及
啓
発
や
観
光
振
興
に
大
き
な
期
待
が
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
方
に
は
、
今
年

こ
そ
は
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
景
気

の
回
復
を
願
い
つ
つ
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
第
５
次
総
合
計
画
を
基

調
と
し
て
、
町
民
皆
様
の
声
に
真し

ん
し摯

に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
町
の
前
進
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
辰た

つ

年
。「
辰
」と
い
う
文
字
は
、草
木
が
し
っ

か
り
と
し
た
根
を
張
り
、
さ
ら
に
伸
び
て
い
こ
う
と

す
る
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。
理
想
に
向
か
っ
て
辛
抱

強
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
歩
み
を
進

め
る
―
。
労
を
惜
し
ま
ず
一
歩
一
歩
堅
実
に
町
政
運

営
を
進
め
、
誰
も
が
住
み
よ
い
町
、
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
町
を
創
り
上
げ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
旧
復
興
を
願
い
つ
つ
、
町
政
へ
の
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
町
民
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
い
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
川
町
長
　
山
田
登
美
夫
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「
愛
川
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
愛
川
町
の

大
人
で
育
て
ま
す
！
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
こ
と
し
も
町
内
外
の
１
２
０
社
を

超
え
る
事
業
所
な
ど
の
全
面
的
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
１
月
18
日（
水
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で
、
町
内
３
中
学
校
の
２
年
生

３
９
６
人
が
一
斉
に
職
場
体
験
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
こ
の
職
場
体
験
は
、
働
く
こ
と
の
大
切

さ
や
意
義
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や

言
葉
遣
い
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
な
ど
、

自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
成
長
の

糧
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
生
徒
・
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー

が
ん
ば
れ
中
学
２
年
生
！

１
月
18
日
か
ら
職
場
体
験
が
ス
タ
ー
ト

ト
で
は
、
約
93
％
の
方
が「
体
験
で
き
て

良
か
っ
た
」「
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た

ら
ま
た
参
加
し
た
い
」な
ど
の
回
答
を
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
約
81
％
の

方
か
ら「
生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
」な
ど
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
職
場
体
験
に
挑

む
中
学
生
で
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
教
育
委
員
会
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

☎（
内
線
）３
６
１
９

　
確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の
領
収
書

の
原
本
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

を
申
請
す
る
場
合
に
も
、
領
収
書
の
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
確
定

申
告
後
に
、
平
成
23
年
中
に
医
療
機
関
で

受
診
し
た
分
の
高
額
療
養
費
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
確
定
申
告
前
に
領
収
書
の
写

し
を
と
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

高
額
療
養
費
の
申
請

確
定
申
告
前
に
領
収
書
の
複
写
を

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
高
額
療
養
費
申
請
書
は
該
当
者
に
国
保

医
療
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。
領
収
書
の
写

し
と
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）

３
３
７
７

　
ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
家
庭・父
子
家
庭
）

に
対
し
、
入
院
費
・
通
院
費
な
ど
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
は
国
保
医
療
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①�

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い

る
方

②�

通
信
制
課
程
や
専
修
学
校
高
等
課
程
な

ど
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上

20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い

る
方

※�

申
請
者
お
よ
び
同
居
親
族
に
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
◆

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

・
健
康
保
険
証
（
親
子
共
に
必
要
）

・
申
請
者
の
印
鑑

・�

市
区
町
村
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
や
、
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
町

外
に
住
民
登
録
し
て
い
た
方
は
、
平
成

23
年
度（
平
成
22
年
分
）の
所
得（
課
税
）

証
明
書

・�

対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
お
子

さ
ん
の
学
生
証
の
写
し

  

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に
対
し
て
12

月
上
旬
に
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

未
提
出
の
方
は
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問 

国
保
医
療
課
医
療
給
付
班
☎
（
内
線
）

３
３
７
３

　
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
、
会
社
や
商
店
な

ど
、
全
国
す
べ
て
の
企
業
や
事
業
所
を
対

象
と
し
た
調
査
で
、「
経
済
の
国
勢
調
査
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
支
社
な
ど
の
な
い
単
独
の
事
業
所
や
新

設
さ
れ
た
事
業
所
に
は
、
1
月
末
ま
で

に「
調
査
員
証
」を
身
に
付
け
た
調
査
員

が
調
査
票
を
直
接
配
布
し
、
２
月
１
日

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

〜
全
て
の
事
業
所・企
業
が
対
象
で
す
〜

以
降
に
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
本
社
・
支
社
な
ど
の

あ
る
事
業
所
は
国
・
県
が
調
査
し
ま
す
。

問 

行
政
推
進
課
情
報
統
計
班
☎
（
内
線
）

３
２
４
３
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現
在
、
福
祉
な
ど
四
つ
の
分
野
で
計
画

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
こ
れ

ら
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
町
民
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
の
閲
覧
場
所
◆
１
月
13
日（
金
）
か
ら
、

役
場
１
階
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
半
原
出

張
所
・
中
津
出
張
所
・
文
化
会
館
・
ラ
ビ

ン
プ
ラ
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
・
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

案
の
閲
覧
お
よ
び
意
見
の
募
集
期
間
◆

１
月
13
日（
金
）～
２
月
１
日（
水
）

※�

各
施
設
の
休
館
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

休
館
日
情
報
は
Ｐ
10
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
方
法
◆
閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
各
担
当
課
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
閲
覧
施
設
に
あ
る
専
用
投
函
箱
へ

の
投
函
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

  

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を

実
施
期
間
と
す
る
、
高
齢
者
の
保
健
お
よ

び
福
祉
の
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
計
画

で
す
。

問 

健
康
長
寿
課
介
護
保
険
班
☎
（
内
線
）

３
３
３
２

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kenko-choju
@
tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

四
つ
の
計
画
案
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

～
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続
～

  

第
２
次
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
支
え

合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
町
は「
地
域
福

祉
計
画
」を
、
社
会
福
祉
協
議
会
は「
地
域

福
祉
活
動
計
画
」を
一
体
的
に
策
定
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
案
は
平
成
19
年
に
策
定

し
た
両
計
画
の
第
２
次
計
画
で
す
。

問 

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎
（
内
線
）

３
３
５
２

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

fukushi-
shien@

tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

  
障
害
福
祉
計
画（
案
）

　
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
や
施
設
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
整
備
目
標
を
定
め
る
計
画
で
す
。

今
回
の
案
は
、
平
成
21
年
に
策
定
し
た
障

害
福
祉
計
画
の
第
３
期
計
画
で
、
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
実
施
期
間

と
す
る
も
の
で
す
。

問 

福
祉
支
援
課
障
害
福
祉
班
☎
（
内
線
）

３
３
５
4

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

fukushi-
shien@

tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

  

行
政
改
革
大
綱
第
５
次
改
訂
版（
案
）

　
行
政
改
革
大
綱
と
は
、
平
成
９
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
町
の
行
財
政
運
営
の
改

革
に
関
す
る
計
画
で
す
。
町
で
は
こ
の
大

綱
を
３
年
ご
と
に
改
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
務
事
業
や
制
度
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
の
案
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
実
施
期
間
と
す
る

も
の
で
す
。	

問 

行
政
推
進
課
行
政
管
理
班
☎
（
内
線
）

３
２
４
４

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gyousei@
tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
急
激
な
ス
ピ
ー

ド
で
氷
が
溶
け
始
め
た
北
極
。
過
酷
な
状

況
の
中
で
生
ま
れ
た
白
く
ま
の
ナ
ヌ
ー
が
、

ブ
リ
ザ
ー
ド
や
飢
え
な
ど
数
々
の
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
必
死
に
生
き
抜
こ
う

と
す
る
姿
を
と
ら
え
た
感
動
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
を
上
映
し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
我
が
家
の
省

エ
ネ
」
を
テ
ー
マ
に
、
冬
の
省
エ
ネ
講
座

も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
◆
１
月
29
日（
日
）午
後
２
時
か
ら
４

時
50
分
ま
で
（
開
場
１
時
30
分
）

会
場
◆
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
◆
無
料

定
員
◆
５
0
０
人
（
先
着
）

講
座
講
師
◆
安
藤
紘こ

う
し史

さ
ん
（
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
指
導
員
）

主
催
◆
町
環
境
課
、
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な

が
わ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
推
進
セ
ン
タ
ー
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
◆
１
月
27
日

（
金
）ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

申
し
込
み
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
北
極
の
ナ
ヌ
ー
」

環
境
映
画
上
映
会
＆
冬
の
省
エ
ネ
講
座

～
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
我
が
家
の
省
エ
ネ
～

問 

環
境
課
環
境
対
策
班
☎
（
内
線
）

３
５
１
3

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kankyo@
tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

映画「北極のナヌー」

【監督】
アダム・ラヴェッチ
サラ・ロバートソン

【日本語ナレーション】
稲垣吾郎（ＳＭＡＰ）

【上映時間】
84分
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日
本
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
保
険

料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
制
度
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民

年
金
へ
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

問 

国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
☎
（
内
線
）

３
３
７
４
、
厚
木
年
金
事
務
所
☎
２
２
３
︱

７
１
７
１

Ｑ
．
20
歳
に
な
っ
た
と
き
の
手
続
き
は
？

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

Ａ
．
20
歳
に
な
る
月（
１
日
生
ま
れ
の
方

は
そ
の
前
の
月
）に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

案
内
が
送
ら
れ
ま
す
。
案
内
の
中
の「
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
出
書（
照
会

票
）」に
記
入
・
押
印
の
上
、
町
国
保
医
療

課
へ
提
出
す
る
か
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
月
の

終
わ
り
ま
で
に
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
？

Ａ
．
経
済
的
に
苦
し
く
て
納
付
が
困
難
な

と
き
の
た
め
に「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
は「
学
生
納
付

特
例
制
度
」、
30
歳
未
満
の
若
者
に
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
、
申
請
し
、

一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
保
険
料

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。
免
除
・
猶
予

を
受
け
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
保
険
料
を
納
め
る
の
は
何
年
間
？

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
が
か
か
り
、
全

て
の
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
65
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金（
平
成
23
年
度
は

年
額
７
８
８
，
９
０
０
円
）が
受
け
ら
れ

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、
免
除
・
猶

予
期
間
、
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
て
最

低
25
年
必
要
で
す
。

Ｑ
．
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
ま

す
が
、国
民
年
金
の
保
険
料
も
納
め
る
の
？

Ａ
．
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
を
、

国
民
年
金
の「
第
２
号
被
保
険
者
」と
い
い
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
加
入
期
間
は
、
国

民
年
金
保
険
料
も
合
わ
せ
て
納
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
別
途
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
原
則
65
歳
未
満
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者（
夫
ま
た
は

妻
）を
国
民
年
金
の「
第
３
号
被
保
険
者
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
期
間
も
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
入
り
ま
す
の
で

　
１
月
８
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
町
一
周

駅
伝
競
走
大
会
当
日
、
三
増
地
区
の
一
部

で
選
手
が
通
過
す
る
時
刻
に
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。

　
規
制
時
間
中
は
、
先
導
車
や
救
護
車
な

ど
大
会
関
係
車
両
以
外
の
車
両
は
通
行
で

き
ま
せ
ん
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
選
手
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

警
察
官
ま
た
は
監
察
走
路
員
な
ど
の
指
示

に
従
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
箇
所
◆
第
７
区
間
の
走
路
の
う
ち
、

中
央
養
鶏
協
同
組
合
第
24
作
業
所
前
か
ら

県
道
65
号
線
出
口
ま
で
の
区
間

町
一
周
駅
伝
競
走
大
会
に
よ
る

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

規
制
時
間
◆
午
前
11
時
30
分
ご
ろ
か
ら
午

後
0
時
30
分
ご
ろ
ま
で
の
約
１
時
間

問 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
☎
（
内
線
）

３
６
３
３

例えば平成23年度の給付額（年額）は

●障害基礎年金（1級） 986,100円

●障害基礎年金（2級） 788,900円

●遺族基礎年金
   （子が1人ある妻） 1,015,900円

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
？

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
病
気
や
け
が
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
、
一
家

の
生
計
を
支
え
て
き
た
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
、
万
一
の
と
き
で
も
、

経
済
的
な
保
障
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
将
来
、年
金
は
本
当
に
も
ら
え
る
の
？

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
つ
制

度
で
す
。
適
切
な
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

要
件
を
満
た
せ
ば
年
金
は
必
ず
受
け
取
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。



◆町政◆情     ◆報     ◆館     

2012.January 6

◆町政◆情     ◆報     ◆館     

　
町
内
に
あ
る
中
小
企
業
者
が
表
中
の
融

資
を
受
け
た
場
合
に
、
償
還
利
子
の
一
部

を
補
助
す
る
「
商
工
振
興
資
金
利
子
補
給

補
助
制
度
」、
融
資
を
受
け
る
際
に
支
払
っ

た
信
用
保
証
料
の
一
部
を
補
助
す
る
「
信

用
保
証
料
補
助
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
◆
納
期
の
到
来
し
た
町
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
。

商
工
振
興
資
金
利
子
補
給
補
助
、

信
用
保
証
料
補
助
制
度
の
ご
案
内

■補助対象資金など
種類

項目
商工振興資金利子補給補助金 信用保証料補助金

補助対象
資金

次の資金の借り入れ合計500万円
を限度とします。
・町中小企業事業資金
・県小規模事業資金
・県小口零細企業保証資金
・�県経営安定資金（県中小企業制

度融資実施要領第4項第2号に
限る）

・�日本政策金融公庫国民生活事
業資金

次の資金を借りるに当たり支
払った信用保証料が対象です。
・町中小企業事業資金
・県小規模事業資金
・県小口零細企業保証資金
・�県経営安定資金（県中小企業制

度融資実施要領第4項第2号に
限る）

補助期間 借り入れの月から3年間

補助率・
補助金 償還利率の年2％以内

・�町中小企業事業資金を借りた場
合は上限3万円

・�県の制度資金を借りた場合は上
限1万5千円

申
請
方
法
◆
商
工
観
光
課
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
で
融

資
確
認
を
受
け
た
上
で
商
工
観
光
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
◆
１
月
27
日（
金
）

問 

商
工
観
光
課
商
工
労
政
班
☎
（
内
線
）

３
５
２
３

※�セーフティネット保証制度を利用した融資は、これらの補助の対象とはなりませ
んのでご注意ください。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
在
宅
の
障
害
者

の
方
を
対
象
に
、
医
療
情
報
セ
ッ
ト
を
無

償
で
配
布
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
持
病
や
か
か
り
つ
け
の
病
院
、

普
段
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
家
の
中
の
目
に
付
き
や
す
い
所

に
置
く
こ
と
で
、
救
急
時
に
救
急
隊
お
よ

救
急
情
報
医
療
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

び
搬
送
先
の
病
院
に
、
本
人
の
医
療
情
報

な
ど
を
迅
速
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
福
祉
支
援
課
ま
た
は

健
康
長
寿
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎（
内
線
）

３
３
５
２
、
健
康
長
寿
課
長
寿
い
き
が
い

班
☎（
内
線
）３
３
３
９

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
を
地

域
で
連
携
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
支
援
者
は
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
民

生
委
員
児
童
委
員
な
ど
で
、
援
護
を
必
要

と
す
る
方
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
声
か

け
や
災
害
時
の
安
否
確
認
、
避
難
の
手
助

け
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
地
域
で
の
支
援
を
受
け
る
た

め
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
を

希
望
す
る
方
は
、
福
祉
支
援
課
ま
た
は
健

康
長
寿
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
次
に
該
当
す
る
登
録
希
望
者

・�

身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自
由
、
視

覚
障
害
、
聴
覚
障
害
の
１
級
・
２
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・�

療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）の
交
付
を
受

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

け
て
い
る
方

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

・�

在
宅
の
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
の
あ

る
高
齢
者

・
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
方

登
録
内
容
の
取
り
扱
い
◆
住
所
・
氏
名
、

緊
急
時
の
連
絡
先
や
所
有
す
る
手
帳
の
種

類
な
ど
、
災
害
時
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る

事
項
を
記
載
し
た
台
帳
を
作
成
し
、
活
動

に
必
要
な
情
報
を
地
域
の
支
援
者
に
事
前

に
提
供
し
ま
す
。

問 

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎（
内
線
）

３
３
５
２
、
健
康
長
寿
課
長
寿
生
き
が
い

班
☎（
内
線
）３
３
３
９
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交
通
事
故
の
な
い
、安
全
な
町
を
目
指
し
て

交
通
安
全
推
進
大
会
を
開
催

　
悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
願
い
、
町

民
皆
さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
11
月
26
日
、

交
通
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
交
通
安
全
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
式
や
交
通
安
全
作
文

の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

大
会
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

●
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
◆
㈱
厚
木
自
動
車
学
校

海
老
名
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

交
通
安
全
作
文
最
優
秀
賞
◆
蔦
谷
湧
斗
・

粟
井
静
恵
・
諏
訪
部
小
夏
・
本
多
里
衣

交
通
安
全
作
文
優
秀
賞
◆
木
藤
瑠
星
・
柳

川
愛
莉
・
黒
部
華
奈
・
細
井
柊
人

●�

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
・
厚
木
警

察
署
長
連
名
表
彰

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
行
政
区
◆
宮
本
区
・
角
田
区
・
坂

本
区

同
努
力
賞
行
政
区
◆
下
谷
八
菅
山
区

●
厚
木
警
察
署
長
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
◆
森
坂
春
男
・
熊
坂

哲
夫

●�

厚
木
警
察
署
長
・
厚
木
警
察
署
管
内

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
◆
武
川
博
之
・
近
藤
平

治
・
山
口
芳
夫
・
岡
本
順
子

●�

厚
木
警
察
署
管
内
交
通
安
全
協
会
長

表
彰

交
通
安
全
功
労
者
◆
尾
本
信
子・溝
呂
木
光

伸
・
杉
山
勝
行
・
大
野
文
男
・
鈴
木
文
男

  

受
賞
が
紹
介
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

　
大
会
席
上
、
次
の
方
々
の
受
賞
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

●
県
知
事
表
彰　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
功
労
者
◆
齊
藤　
力

●�

県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
（
交
通
栄
誉
章
緑
十
字

銅
章
）
◆
内
田
照
夫
・
工
藤
昭
一

●
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
◆
木
藤
昭
造
・
澤
村
隆

幸

優
良
運
転
者
（
20
年
）
◆
中
村
定
夫

同
（
15
年
）
◆
篠
原
福
代
・
江
幡　
薫
・

鈴
木
秀
明
・
金
子
和
永

●
公
安
委
員
会
表
彰

交
通
安
全
功
労
団
体
◆
町
交
通
安
全
母
の

会
連
絡
協
議
会
（
梅
澤
静
江
会
長
）

●
県
警
察
本
部
長
表
彰

交
通
安
全
協
力
団
体
◆
厚
木
警
察
署
管
内

交
通
安
全
協
会
高
峰
支
部
（
森
坂
春
男
支

部
長
）

　
美
化
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
１
月
12
日
（
木
）

か
ら
21
日
（
土
）
ま
で
の
10
日
間
、
施
設

の
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
ご
み
の
焼
却
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
持
ち
込
み
は
で
き
る
だ
け
控

え
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

収
集
所
へ
の
ご
み
出
し
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
に

美
化
プ
ラ
ン
ト
修
繕
工
事
の
お
知
ら
せ

ご
み
の
持
ち
込
み
は
控
え
て
く
だ
さ
い

　
修
繕
工
事
中
に
収
集
し
た
ご
み
は
、
他

市
の
焼
却
施
設
で
処
理
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
通
常
よ
り
収
集
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
収
集
ル
ー
ト
や
収
集
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
集
所
へ

の
ご
み
出
し
時
間
（
午
前
８
時
30
分
ま
で
）

を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

美
化
プ
ラ
ン
ト
☎
２
８
１
︱

２
２
５
８

　
４
月
１
日
採
用
予
定
の
町
職
員
（
栄
養

士
）
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
案
内
と
申
込

用
紙
は
、
１
月
４
日（
水
）か
ら
総
務
課
で

配
布
し
ま
す（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
か
ら
正
午
お
よ
び
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
）。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
本
人

が
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
◆
１
月
20
日（
金
）・21
日（
土
）・

23
日（
月
）の
午
前
９
時
～
正
午
お
よ
び
午

町
職
員（
栄
養
士
）を
募
集

後
１
時
～
５
時

問 

総
務
課
総
務
班
☎
（
内
線
）
３
２
１
５

試験
区分 受験資格 募集

人数

栄養士

昭和51年4月2
日以降に生ま
れた人で、栄
養士の資格が
ある人または
3月までに取得
見込みの人

若干名

交通安全作文入賞者の皆さん
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　自然と都市環境との調和のとれた愛川町では、年間を通じてさまざまな
イベントが開催されたり、自然の恵みを感じたりすることができます。
　四季折々お出掛けになり、町の魅力を再発見してみませんか。
※行事は１月現在の予定です。都合により変更になる場合があります。

秋
9 月◆防災訓練  ◆半原糸の里文化祭

10 月◆町民みなふれあい体育大会
　　  ◆社会福祉大会
　　  ◆三増合戦まつり
　　  ◆愛川町ふるさとまつり
　　  ◆子ども議会
　　  ◆ラビンプラザまつり
11 月◆町表彰式  ◆秋のマス釣り大会
　　  ◆ごみの工夫と生活展
　　  ◆合唱祭   ◆紅葉見ごろ

冬
12 月◆イルミネーション点灯
1 月◆消防出初め式

　　  ◆成人式
        ◆町一周駅伝競走大会
        ◆中学２年生職場体験
        ◆どんど焼き
2 月◆十四歳立志式

        ◆市町村対抗かながわ駅伝競走
           大会

防災訓練 半原糸の里文化祭

子ども議会

ラビンプラザまつり

三増合戦まつり

ごみの工夫と生活展

イルミネーション点灯

中学 2 年生職場体験 消防出初め式

十四歳立志式

町一周駅伝競走大会 成人式ふるさとまつり

ふれあい体育大会
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愛 川 の 四 季

春
３月◆中津公民館まつり
　　◆小中学校卒業式
　　◆八菅神社の火渡り
４月◆桜満開
　　◆小中学校入学式
　　◆半僧坊春の大祭
　　◆愛川公園つつじまつり
５月◆農林まつり
　　◆ごみゼロクリーンキャンペーン

夏
6 月◆アユ釣り解禁
　　◆しょうぶの里（下谷地区）　
　　◆あいかわ健康の日
7 月◆三増の獅子舞
　　◆各地で夏祭り
8 月◆勤労祭野外フェスティバル

桜満開（坂本青少年広場）

愛川公園つつじまつり

ごみゼロクリーンキャンペーン

農林まつり

中津公民館まつり

アユ釣り解禁

しょうぶの里（下谷地区） あいかわ健康の日

三増の獅子舞 夏祭り

勤労祭野外フェスティバル

特集



2012.January 10

  今月の休館日・休園日

　次の日程のほか、各施設とも1月1日
（日）から3日（火）までお休みです。

第1号公園体育館 毎週火曜日

田代運動公園・三増公園
陸上競技場

毎週火曜日、
11日（水）

町民活動サポートセンター 毎週水曜日

文化会館・ラビンプラザ 毎週火曜日

レディースプラザ 31日（火）

図書館 毎週火曜日、
4日（水）

郷土資料館
毎週月曜日（9
日は除く）、
10日（火）

い。
　当選者は2月末日までに本予約をし
てください。末日までに本予約をしな
かった場合は、翌日から空き施設とし
て開放します。愛川町の施設を２回無
断キャンセルすると半年間予約ができ
なくなります。
予約できるスポーツ施設◆田代運動公
園・三増公園（テニスコートのみ）・第１
号公園体育館・中津工業団地第１号公
園・中津工業団地第２号公園・坂本運
動場・坂本体育館・志田運動場・小沢
ソフトボール場
※ �三増陸上競技場は、１月から４月末

まで芝生の養生期間のためフィール
ド内が使用できません。

問 スポーツ・文化振 興 課☎（内 線）
3633

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 が ないものは無料です。

  休日納税・相談窓口

　町県民税・固定資産税・軽自動車税・
国民健康保険税・介護保険料・後期高
齢者医療保険料が納められ、納税相談
もできます。
日 1月28日（土）・29日（日）午前8時30
分～午後5時所 役場１階税務課

 施設ガイド
  スポーツ施設の抽選予約

今月の抽選予約 抽選結果

4月利用分 2月2日（木）

　スポーツ施設の利用予約は、スポー
ツ施設予約システムをご利用くださ

※会場は役場相談室です。
※�法律相談は弁護士が対応します。予約は、相談日の7日前から開始します。
　（その日が祝日の場合は翌開庁日から）
※�司法書士法律相談は、民事に関する紛争で、紛争の目的の価額が140万円を超えないもの
に限ります。

 町民相談  問 住民課住民相談班　☎（内線）3319
法律相談 《完全予約制》 6日（金）・19日（木）　午前10時～午後3時

※2月は3日（金）・16日（木）
司法書士法律相談 11日（水）　午後1時～ 4時
行政書士相談 12日（木）　午後1時～ 4時
多重債務相談 18日（水）　午後1時～ 4時
交通事故相談 25日（水）　午後1時～ 4時
不動産相談 26日（木）　午後1時～ 4時

消費生活相談 5日・12日・16日・19日・23日・26日・30日
午前10時～午後4時

人権・行政こまりごと
相談 13日（金）　午前10時～ 11時30分 ※�不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談

など

教育相談
  問 教育開発センター
☎206-1061（直通）

来所相談・電話相談

平日　午前9時～午後4時

出張相談

●レディースプラザ     16日（月）
●ラビンプラザ　       23日（月）
　　いずれも午前10時～午後3時

相　談

ハローワーク就労相談会　　　　　　　　　　 問 商工観光課商工労政班☎（内線）3523
ハローワーク職員による就労相談 12日（木）午前10時～午後3時  役場1階相談コーナー
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日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

問 商工観光課商工労政班☎（内線）
3523

  郷土資料館
  「あいかわ公園の野鳥」写真展

　県立あいかわ公園には、数多くの野
鳥が訪れます。園内で見られる野鳥の
姿を約40枚の写真で紹介します。展示
は財団法人日本鳥類保護連盟専門員
坂本堅五さんと資料館職員が撮影した
もので構成しています。
日 1月4日（水）～31日（火）午前9時～
午後5時※資料館休館日を除きます。休
館日情報はＰ10をご覧ください。所 郷
土資料館エントランス・企画展示室
問 郷土資料館☎280-1050

 お知らせ
  電気自動車の急速充電器
  無料で利用できます

　電気自動車の普及促進のため、役場
敷地内に電気自動車用の急速充電器
を設置しています。家庭用コンセントで
は７時間から14時間かかる充電が、こ
の急速充電器では電池容量の8割まで
を約15分から30分で充電できます。
　国産の電気自動車であれば、どなた
でも無料でご利用いただけます。
日 土曜・日曜日、祝日および年末年始を
除く、午前8時30分から午後5時まで。
所 役場分館の東側（文化会館側）申 事
前申し込みは不要ですが、ご利用の際
に管財契約課（役場2階）に申し出てく
ださい。
問 管財契約課管財班☎（内線）3262

  今月の納税・納付期限

【町県民税】第４期分
【国民健康保険税】第８期分
【介護保険料】第８期分
【後期高齢者医療保険料】第７期分
　納期限は1月31日（火）です。

 催　し　

  消防出初め式
  ～安全で安心な町を目指して～

　新春恒例の「平成24年愛川町消防出
初め式」を開催します。
　地域防災の要となる消防署・消防
団、地域や事業所の自衛消防隊など
が集結し、消防演技や一斉放水を行
います。　
　愛川中学校吹奏楽部の演奏や、東海
大学医学部付属病院高度救命救急セ
ンターの看護師で作ったよさこいソー
ランチームによる演技も披露されます
ので、どうぞご参観ください。
日 1月7日（土）午前9時30分～11時30

分所 下箕輪消防訓練場（雨天の場合は
文化会館ホール）
問 消防防災課予防警備班☎285-3131

  労働教育講座
  「職場環境と安全管理」

　勤労者福祉の向上を目的に、労働教
育講座を開催します。今回のテーマは

「職場環境と安全管理」です。皆さんが
安全に仕事に取り組める職場環境につ
いて一緒に考えましょう。
日 1月26日（木）午後6時30分～ 8時所 
愛甲商工会館2階会議室人 町内在住・
在勤または内陸工業団地内事業所に
勤務している方 師 武蔵大学講師 細川
良さん
申 1月25日（水）までに電話で商工観光
課へ。

ホール
月日 催　し 開演 終演 主　催 入  場

1/8
（日）

平成24年
愛川町成人式 14:00 16:30

愛川町
愛川町教育委員会

愛川町成人式実行委員会
☎285-6959

関係者

1/11
（水）

新春経済講演会
「どうなる日本！ゆれる政

局・経済の動きを読む」
講師　法政大学教授

萩谷順

13:30 15:00 町商工観光課
☎ 285-6948

無料
（先着535人）

1/29
（日）

「北極のナヌー」
環境映画上映会＆
冬の省エネ講座

14:00 16:50 町環境課
☎285-6947

無料
（先着500人）
※詳しくはＰ
4をご覧くだ
さい。

文化会館催し案内

展示
月日 催　し 主　催 備　考

1/14（土）
～

1/22（日）
スリーエークラブ
「春季絵画展」

スリーエークラブ
中村

☎281-3663
初日は13：00から
最終日は15：00まで

※展示会場は1階で、入場は無料です。展示時間は午前9時から午後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　　
※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 が ないものは無料です。

日 1月13日（金）・18日（水）午後1時30分
～ 4時
●栄養専門相談
　病気の方などの食事相談を行います。
日 1月10日（火）・24日（火）午前9時30分
～午後４時
●障害児者のための歯科相談
日 1月5日（木）午後1時30分～2時
●歯ぐきのセルフケア達人講座
日 1月24日（火）午後1時30分～2時人 
40歳未満の方および妊婦
●エイズ無料検査
日 1月12日（木）・19日（木）午後1時15分
～2時45分
※電話相談は随時行っています。

  「はたちの献血」キャンペーン

　新たに成人の日を迎える「はたち」の
若者を中心に、広く献血への理解を深
めてもらおうと、2月29日まで「はたち
の献血」キャンペーンを実施しています。
　医療に必要な血液が不足しています
ので、皆さんのご協力をお願いします。
日 2月29日（水）午前10時～正午、午後1

時30分～3時30分所 役場前広場
問 健康長寿課健康づくり班☎（内線）
3339

 募　集
 ファミリー・サポート・センター会員

　ファミリー・サポート・センターと
は、会員同士がお互いに助けたり、助け
られたりして子育ての相互援助活動を
行う仕組みです。
　例えば、冠婚葬祭や残業などで、少し
の間だけ子どもを預けたいときに、預
かりたい会員の方に預かっていただく
ことができます。（利用料が掛かります）
町ぐるみで子育て中の家庭を支援する
ことで、安心して子育てができる環境づ
くりをするこの仕組みは、多くの方の登
録が活動充実の鍵となります。
　会員は随時募集していますので、多く
の方の登録をお待ちしています。
募集する会員◆
提供会員（育児援助を行いたい方）　町

　

口
こ う く う

腔がん ― セルフチェックのすすめ
保健師から一言

　わが国における口腔がんの罹
り か ん

患率
は、がん全体の約2％に過ぎません
が、この数値は白血病を上回ってい
ます。
　口腔がんは生命に関わる重大な病
気であることはもちろんですが、そ
の最大の特徴は、私たちが生きてい
く上で必要不可欠な「食べる」「飲む」

「話す」「呼吸する」といった口の機能
が大きく損なわれるということです。
　つまり、口腔がんにかかると、“生
活の質”が著しく低下してしまう可能
性があります。
 口腔がんの原因は？
　たばこ、アルコール、口腔内の不

衛生、むし歯・入れ歯や食事による慢
性的な刺激、栄養不良やウイルスな
どが挙げられています。
 口腔がんの予防方法は？
・ たばことアルコールを控える。
・ �口腔内を清潔に保ち、粘膜に慢性

的な刺激を与えないようにする。
・� 口の中の異常を早期に発見するた

め、定期的に医療機関での検診を
受けるとともに、セルフチェックも
しましょう。

 セルフチェックの方法
　次の方法で色や形の変化をチェッ
クします。明るいライトと鏡を用意
し、入れ歯の方は、外してから行い

ます。
　①上下の唇の内側や前歯の歯肉を
　　チェック
　②頭を後ろへそらし、上顎のチェッ
　　ク
　③口を開け、頬を指で少し外側に
　　引き、上下の奥歯の歯肉と頬の
　　内側を左右ともチェック
　④舌を前に出し、舌の表面と左右
　　の裏側のチェック

セルフチェックで異常を発見し
たら、医療機関で診察を受けま
しょう！

内在住で、育児の援助を行いたい方
依頼会員（育児援助を受けたい方）　町
内在住・在勤で、生後3カ月から小学校
3年生までのお子さんがいる方
※両方の会員を兼ねることもできます。
登録方法◆印鑑をお持ちの上、子育て
支援課にお越しください。
問 子育て支援課児童福祉班☎（内線）
3364

 老人クラブ会員

　愛川町老人クラブは、「元気に・仲良
く・豊かに・楽しく」をテーマに、高齢者
がいつまでも健康で生きがいをもって過
ごせるよう、趣味の講座やスポーツ行事、
親睦研修旅行などの事業を通じて仲間
づくり・健康づくりを行っています。町内
には現在23のクラブがあり、約2,100
人の会員が元気に活動しています。
　老人クラブへはおおむね60歳以上の
方なら随時入会できます。入会ご希望の
方は健康長寿課までご連絡ください。
問 健康長寿課長寿いきがい班☎（内
線）3340
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日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　　
※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 が ないものは無料です。

ん、母体の健康を維持するためにとても
大切な時期です。しかし、妊娠初期は外
見では妊娠していることが分かりづら
いことから、周囲の理解が得られにくい
場合があります。そこで、厚生労働省で
は、マタニティマークを定め、「妊産婦に
やさしい環境づくり」を推進しています。
　町では、マタニティマークを通し、妊婦
さんが安心して外出できるよう、母子健
康手帳交付時にマタニティマークの入っ
たグッズ（キーホルダーなど）を配布して
います。このマークの付いたグッズを身
に付けている妊婦さんを見かけたら、公
共の乗り物では席を譲る、近くで喫煙し
ないなどの気遣いをお願いします。
マタニティグッズの配布
対象◆次の条件のいずれかに該当する
方にお渡しします。
・�新たに町で母子健康手帳の交付を受
ける方

・�すでに母子健康手帳を持っていて、町
に住民登録または外国人登録のある
妊婦の方

問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3363

  県厚木保健福祉事務所からの
  お知らせ

　厚木保健福祉事務所を会場に、健
康・福祉に関する相談、検査などを実施
しています。事前に電話で予約してくだ
さい。
問 申 厚木保健福祉事務所☎224-1111
●�専門医による精神保健および認知

症相談
　心の病気の治療や再発予防、認知症
についての相談。アルコール・薬物・シン
ナーなどの依存症の相談も行います。

 保健ガイド

  　　乳幼児の健康診査
　対象者には1月下旬に必要書類を送
付しますので、届かない方はご連絡く
ださい。健診時間・開場時間は通知で
ご確認ください。
所 保健センター
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

対　象 期　日 持ち物

4カ月児
（平成23年
9月生まれ）

2月2日
（木）

母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成23年
4月生まれ）

2月9日
（木）

母子健康手帳、
問診票

1歳6カ月児
（平成22年
7月生まれ）

2月10日
（金）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル

3歳6カ月児
（平成20年
7月生まれ）

2月14日
（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル、当
日の朝の尿、視
力・聴力の調査
票（記入済みの
もの）

  　　すくすく親子健康相談
日 1月24日（火）午前9時30分～11時
所 保健センター 人 就学前の子とその
保護者物 母子健康手帳申 予約の必要
はありませんので、当日直接会場へお
越しください。
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

  　　お子さんの歯科保健指導
日 1月26日（木）所 保健センター 物 母
子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
他 育児について心配のある方は、保健
師・栄養士が相談をお受けします。むし
ばいばい教室は、午前10時から正午ご

ろまで。開始時間を過ぎての入室はで
きませんので、余裕をもってお越しくだ
さい。2歳児歯科検診では、身長・体重
測定も行っています。対象者には1月上
旬に必要書類を送付しますので、届か
ない方はご連絡ください。
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365
歯科保健指導 対　象 受け付け

むしばいばい
（虫歯予防）

教室
 平成22年
 12月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

2 歳児
歯科検診

 平成21年
 12月生まれ

午後１時～
１時45分

 平成21年
 6月生まれ

午後１時
45分～
2時30分

  　　もぐもぐ赤ちゃんセミナー（離乳食講習会）
　離乳食の進め方と作り方を学んで、お
子さんに食べ物のおいしさ、食べること
の楽しさを伝えましょう。
日 1月31日（火）午後1時30分～3時30
分所 保健センター人 生後3～ 8カ月の
子とその保護者（10組）費 200円（テキ
スト代）物 母子健康手帳、筆記用具申 1
月24日（火）までに子育て支援課へ。
問 子育て支援課母子保健班☎（内線）
3365

  ヘルスあっぷ相談

　保健師・栄養士・看護師による健康相
談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定、
尿検査など。
日 1月25日（水）午後1時30分～2時30
分所 保健センター人 町内在住の方申 
予約の必要はありませんので、当日直
接会場へお越しください。
問 健康長寿課健康づくり班☎（内線）
3339・3340

  マタニティマークを知って
  いますか？

　妊娠中は、赤ちゃんの成長はもちろ
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あいかわ町民活動サポートセンター

　愛川町の豊かな自然の中で、皆さんは何をして過ごします
か。キャンプや水遊び、木漏れ日の下での読書、河原に自生す
る植物の観察など、さまざまなことが挙げられますね。中津
川仙台下クラブは、中津川仙台下（角田地区内）の河原の景
観を回復させ、利用者の憩いの場を再生するため立ち上げら
れました。
　現在８人の会員がいるこの団体は、毎月１回開催される会
議で作業日や行事など各種の活動を決めています。昔はきれ
いな流れがよく見渡せた中津川も、時が過ぎ、今は草木が目
立つようになりました。「昔の中津川は美しかった。できるこ
となら誰もが景観を楽しみ川で遊べる環境を再現したい。河
原に生息していた植物を復活させたい」という皆さんの思い
が集まり、中津川仙台下クラブが結成されたのです。
　実際の活動は、草刈り機などでこれらの生い茂った雑草を

刈り取る地道な作業です。皆さんの夢は、仙台下の基本とな
る遊歩道を切り開き、そこから散策コースや広場を作ること
だそうです。
　会員の和田さんは「河原に人が気軽に入ることができ、し
かも、生態系などに悪影響を及ぼさないという調和の取れた
自然の再生を目指しています。町内外の人が自然を慈しみな
がら憩い、絆を作っていく場所として整えたい。中津川全域
でこのような活動ができるよう、河川管理者である神奈川県
をはじめ、他団体との連携を取りながら、これからも活動を
続けていきます」と語ります。
　中津川仙台下クラブでは、一緒に活動する仲間を募集し
ています。活動していると、珍しい植物の発見や動物との出
会いもあるそうです。興味がある方はご連絡ください。
問 中津川仙台下クラブ代表　佐藤　茂　☎281-0015

あいかわ町民活動サポートセンター

みんなのサポセンサポセン

中津川仙台下クラブ

　今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し
てください。正解者の中から抽選で3人の方に、図書
カード（1,000円分）をプレゼントします。

　8日（日）に開催される、本町の新年の風物詩と
なっているスポーツ行事は次のうちどれでしょ
うか。

①かながわ駅伝　②消防出初め式　③町一周駅伝

応募方法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答
え・住所・氏名・年齢・電話番号と、本誌の感想を必ずご
記入の上お送りください。
締め切り日◆1月7日（土）（郵送の場合当日消印有効）
あて先◆　
はがきの場合.........〒243-0392　角田251-1　
                          総務課広報広聴班
ファクスの場合.....286-5021
電子メールの場合.... e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は2月1日号でお知らせします。

12 月号の答えと当選者（敬称略）■正解：①自助 　 ■当選者：津田千賀子・山崎俊夫・柿沢トミ子



栄 えある受章
ー危険業務従事者叙勲ー

　長年にわたり危険性の高い公務に従事し、その功績が認め
られた町在住の2人の方が、危険業務従事者叙勲受章の栄に
輝きました。

【警察功労】
瑞宝単光章　小林武夫さん（中津） 元神奈川県警警部補

【消防功労】
瑞宝単光章　長嶋義明さん（中津） 元厚木市消防司令長

愛川トピックス

環 境にやさしいライフスタイルへ
「ごみの工夫と生活展」を開催

　11月13日、役場周辺で「ごみの工夫と生活展」を開催し、多
くの来場者でにぎわいました。家庭から粗大ごみとして出さ
れた食器棚やたんすなどを修理した「粗大ごみリサイクル市」
のほか、古本や衣類などの即売、リサイクルマーケット、レジ
袋の削減と生ごみ処理機の普及啓発コーナー、おもちゃの病
院など、ごみの減量化や再資源化を考えるさまざまな催しが
行われました。また、自転車発電機体験コーナーや太陽の ↓

自転車発電機体験コーナー

歌 声で元気を贈る
第７回合唱祭

　11月19日、文化会館ホールで第７回合唱祭が開催されました。
　小学生の伸びやかな歌声や、女声合唱の優しいハーモ
ニー、迫力ある混声合唱、招待グループ・厚木商業高校音楽部
のさわやかな歌声、愛川相模太鼓の和太鼓演奏などが披露さ
れました。
　ことしは震災復興祈念特別ステージもあり、「上を向いて歩
こう」や「あすという日が」など、被災地にエールを送る意味を
込めた歌が会場に広がりました。

15 2012.January

愛川高校合唱愛好会・ＰＴＡ・有志合同合唱団

光を使い調理ができるソーラークッカーの展示をはじめ、河
川美化活動や不法投棄の防止啓発など、新エネルギーや環境
美化についての理解も深めていただきました。粗大ごみリサイクル市

小林武夫さん 長嶋義明さん

▲衣類・小物その
ほかいいものあり
ますコーナー



12 月1日現在の人口と世帯
（　) 内は前月比

※住民基本台帳登載人口と外国人登録の合計・世帯数

	 人口	 42,981	 （10）
	 男	 22,343	（△ 2）
	 女	 20,638	 （12）
	 世帯	 17,598	 （12）

第57回愛川町一周駅伝競走大会
1月8日（日）三増公園陸上競技場

午前10時スタート！
1月 あいかわカレンダー

1 （日）

2 （月）

3 （火）

4 （水）

5 （木） 消費生活相談

6 （金） 法律相談

7 （土） 消防出初め式

8 （日） 町一周駅伝競走大会　　成人式　　当番医：関根医院

9 （月） 当番医：八木クリニック

10 （火） 3歳6カ月児健康診査

11 （水） 司法書士法律相談

12 （木） 行政書士相談　　消費生活相談　　
ハローワーク就労相談会　　10カ月児健康診査

13 （金） 人権・行政こまりごと相談　　1歳6カ月時健康診査

14 （土）

15 （日） 当番医：愛川北部病院

16 （月） 消費生活相談　　マタニティセミナー

17 （火）

18 （水） 多重債務相談

19 （木） 法律相談　　消費生活相談　　4カ月児健康診査

20 （金）

21 （土）

22 （日） 当番医：和田医院

23 （月） 消費生活相談　　マタニティセミナー

24 （火） すくすく親子健康相談

25 （水） 交通事故相談　　ヘルスあっぷ相談

26 （木） 不動産相談　　消費生活相談　　むしばいばい教室　　
2歳児歯科検診

27 （金）

28 （土） 休日納税・相談窓口

29 （日） 休日納税・相談窓口　　当番医：愛川北部病院

30 （月） 消費生活相談　　マタニティセミナー

31 （火） もぐもぐ赤ちゃんセミナー
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　新春恒例の町最大のスポーツイベント、町一周駅
伝競走大会を開催します。
　午前10時に三増陸上競技場をスタートする選手た
ちは、各チーム7人でたすきをつなぎ、町内約28キロ
メートルを走り抜けます。
　競技場内では、スポーツ少年団の子どもたちによ
るミニ駅伝競走大会も行います。沿道で、競技場で、
多くの皆さんのご声援をお願いします。
※小雨・小雪決行、荒天の場合は中止
※�大会に伴い一部で交通規制があります。詳しくはＰ

5をご覧ください。
問 スポーツ・文化振興課☎（内線）3633

今月の日曜・祝日当番医
診療時間◆午前9時～11時30分、午後2時～ 4時30分

8日 関根医院 ☎286-5431
9日 八木クリニック ☎280-1888

15日 愛川北部病院 ☎284-2121
22日 和田医院 ☎281-3688
29日 愛川北部病院 ☎284-2121

その他の
休日

厚木市休日夜間急患診
療所（メジカルセンター） ☎297-5199

※�都合により変更する場合がありますので、電話で確
認してからお出掛けください。

広報あいかわは、録音ボランティアグループ「か
えでの会」のご協力により、視覚障害者用に音
声テープ化されています。ご希望の方は、社会
福祉協議会にご連絡ください。☎（内線）3792


